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＜重要＞「新型コロナウイルス感染症に対する本学活動基準」＜レベル２＞ 

への移行に向けて 

 
                        豊橋技術科学大学新型コロナウイルス感染症危機対策本部 

 
全都道府県が緊急事態措置の対象とし，５月 31 日まで延長されていた新型コ

ロナウイルス感染拡大を受けた 国の緊急事態宣言は，５月 14 日に愛知県を含

む 39 県で解除され，緊急事態措置を実施するべき区域が北海道，東京都，大阪

府等８都道府県に変更されました。 
 
国の緊急事態宣言は解除されましたが，愛知県独自の緊急対策宣言は５月 31

日まで延長 され，愛知県からの 外出自粛要請は５月 31 日まで継続 ，大学に対

する休業協力要請は緩和されたものの，感染防止対策を５月 31 日まで要請 さ

れ，国，愛知県から「三つの密」の回避，「人と人の距離の確保」「マスクの着用」

「手洗いなどの手指衛生」など，基本的な感染対策を継続する「新しい生活様式」

等の徹底が求められています。 

 

新型コロナウイルス感染症は収束したわけではなく，大学として第２波を引

き起こさないよう，感染拡大防止策を実践するため，国，愛知県から要請等を踏

まえ，本学の活動基準レベルの内容を見直すとともに，国の８都道府県に対する

緊急事態宣言及び愛知県の緊急事態宣言の延長期間終了後の６月１日から本学

の活動基準レベルを２に移行できるよう，５月末日までの間，現在の活動基準

レベル３を緩和していくこととして，活動基準レベル２．５を設定しました。 
・豊橋技術科学大学の新型コロナウイルス感染拡大防止のための活動基準

(05.19 改正） 
   https://www.tut.ac.jp/docs/20200519kijyun.pdf 
 
構成員の皆様においては，見直し後の活動基準及び見直しに基づき送付する

各種通知等を遵守 いただき，引き続き，感染防止及び感染拡大防止に努めるよ

うよろしくお願いします。 
 
※今後の，国の緊急事態宣言の状況，愛知県からの要請状況，地域等の感染状

況等を踏まえ，活動基準レベルやその適用日等の予定を変更することがありま

すので，ご承知おきいただくとともに，その際には，速やかに、ホームページや

メール等により，周知します。 
 
 



【授業】 ～５／２９ 

 ●オンデマンド方式による遠隔授業のみ実施 
【授業】 ６／１～ 

 ●遠隔授業を積極的に利用するとともに，対面授業及び演習・実習は人数制

限をするなど新しい生活様式等の実践・励行を徹底して授業の実施 
 ●なお，５月中は県を跨ぐ移動の自粛が引き続き求められているため，県外

からの学生の皆さんの移動（豊橋に移動後 14 日待機含む）を考慮し，対

面授業等を開始。今のところ，対面授業等の開始は６月 15 日以降を予定。 
 

【研究室等における学生との研究活動，教員個人の研究活動】及び【教員個人の

研究活動，研究所，センターの活動】 ～５／２９ 

  ●原則，大学内での活動の中止，在宅勤務を積極的に活用し，オンライン活

用による必要な活動の継続 
 ●ただし，大学内での活動継続が必要な場合は，新しい生活様式等の実践・

励行を条件に，実施が可能。＜届出制＞ 
 
【研究室等における学生との研究活動，教員個人の研究活動】及び【教員個人の

研究活動，研究所，センターの活動】 ６／１～ 

  ●在宅勤務を積極的に活用し，オンライン活用による必要な活動の継続 
 ●ただし，大学内での活動継続が必要な場合は，新しい生活様式等の実践・

励行を条件に，実施が可能。＜届出制＞ 
 

【事務職員の業務】 ５／２０～ 

  ●一居室での人数を減らすなど新しい生活様式等の実践・励行を徹底し，必

要な業務の継続 
  ・時差出勤の活用，在宅勤務の活用，別室活用等 
 

【課外活動】 ～５／２９ 

  ●活動禁止 
【課外活動】 ６／１～ 

 ●活動前の健康チェック（倦怠感・息苦しさ・発熱がないことの確認）及び

新しい生活様式等の実践・励行を条件に，課外活動の実施が可能 
 ＜許可制＞ 

【学内会議】 ～５／２９ 
 ●原則，メール・オンラインによる会議の実施 

【学内会議】 ６／１～ 

  ●新しい生活様式等の実践・励行を徹底し，必要な会議の実施 
  ・メール・オンライン会議中心，対面会議を実施する場合は，一居室の人

数を抑制 



 
【出張等】 ～５／２９ 

 ●海外及び特定警戒都道府県（跨ぐ場合含む）の出張・旅行の禁止 
 ●上記以外の不要不急の出張・旅行の禁止 
 ＊通勤する居住地に戻ってから２週間は自宅からの外出自粛・在宅勤務を 

求めます。 
【出張等】 ６／１～ 

 ●不要不急の出張・旅行の禁止 
＊通勤する居住地に戻ってから２週間は自宅からの外出自粛・在宅勤務を 

当面求めます。 
 

【施設利用・入構等】 ～５／２９ 

 ●一部制限 
 ＜教職員＞ 
 ・新しい生活様式等の実践・励行を徹底し，施設利用・構内入構 

 ＜学生＞ 
 ・研究室等おける教育研究活動，就職指導等，届出した者に限り，入構可 

   ＊公共交通機関利用も可 
  ・学生宿舎に入居者は，不要不急の施設利用は禁止（食堂等，散歩等は可） 
 ＜学外者＞ 
 ・原則，施設利用･構内入構禁止 
・ただし，大学の機能の維持，教育研究活動等の継続に必要な物品の納入，

工事施工，取材等のための構内入構を認めることができる。 
 ＜図書館，研究所，センター＞ 
  ・新しい生活様式等の実践・励行の徹底し，施設利用順次再開 
 

【施設利用・入構等】 ６／１～ 

 ●一部制限 
    ＜学生・教職員＞ 
  ・新しい生活様式等の実践・励行を徹底し，施設利用・構内入構 
   ＊公共交通機関利用も可 
  ＜学外者＞ 
  ・原則，施設利用・構内入構禁止 
  ・ただし，大学の機能の維持，教育研究活動等の継続に必要な物品の納入，

工事施工，取材等のための構内入構を認めることができる。 
＜図書館，研究所，センター＞ 
・新しい生活様式等の実践・励行の徹底し，施設利用再開  

    
  



 

（参考）新しい生活様式（「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」より抜粋） 

 

 
 



 

 

 

（別紙）感染拡大防止と研究活動の両立に向けた留意点のイメージ 


